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新年 あけまして おめでとうございます。

委員の皆様方には、素晴らしい新年をお迎えになられたことと存じます。

この１年間も、新型コロナウイルス感染症の拡大で、活動が思うように展開できませんで

した。そんななかにおいても、委員の皆様方は工夫を凝らして活動を行っておられ、誠にあ

りがとうございます。この場をお借りしてお礼申し上げます。

本年は１２月に一斉改選を控えており、気持ちを新たに地区委員長一同、今まで以上に民生委員・児童

委員活動、主任児童委員活動に努めていく所存でございます。

本年も変わらぬご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

旭区民生委員児童委員協議会 会長 岸本明典

地区委員長一同

昨年はコロナ禍で多くの

活動や取り組みを休止せざ

るを得なかったのですが、

日常の生活を少しでも取り

戻すため、清水の地域で活

動する団体や住民の皆さん

と協力すべく、感染対策に

気配りした活動の在り方を

模索していました。今年は

住民の困りごとや、課題が

何であるか、皆さんの声を

傾聴して活動に活かしてい

く所存です。

今年は３年に一度の改選

の年です。委員間の情報共

有を遅延なしに正確に伝え

るべく、接触をできるだけ

減らす方法を構築し、ライ

ンやウェブの活用、紙ベー

スの情報提供方法ではなく

迅速にわかりやすくをモッ

トーに進めていきます。そ

して、住民の皆さまの良き

相談相手として、事業再開

に向けて、準備を整えたい

と考えています。

この２年間は十分な活動

はできませんでしたが、今

年は、新型コロナウイルス

の対策をして感染状況を見

ながら徐々に本来の活動に

戻していく予定です。特に

子育てサロンを再開して、

孤立しがちな親子の居場所

づくりに少しでも役立てれ

ばと考えています。また高

齢者宅等の訪問の機会も、

少しづつ増やしたいと思い

ます。

約２年間、コロナ禍で研

修会等ができず、新任の委

員の方々には心細い期間と

なりました。その間、ウェ

ブやＤＶＤ等、各種メディ

アによる研修が、委員各自

の自由な時間にできる新た

な展開にもなりました。

各委員が困らないよう、

委員同士協力し合い関係機

関につなげる情報の連携も

これからの委員活動に必要

と思われます。

２年連続コロナ禍で行動

や活動が制限されました。

ようやく、感染者数が減少

したと思えば、今度は新し

いウイルスが発生し、今年

もウイルスとの戦いが始ま

る恐れがあります。そんな

中、生江地区では、感染に

気を付けなが

ら、基本的な

活動をメイン

に展開してい

く所存です。

清水地区 重光委員長

新型コロナウイルス感染

症の感染者が減ってきて活

動や行事が再開される中、

新たなウイルスが出てきて

活動に水を差しそうな状況

です。そんな中、気になる

のが新任委員の皆さんの活

動です。着任してほとんど

わからない中、研修等での

知識や我々先輩委員に相談

されながら頑張っている姿

や、子育てサロンに来られ

ていたお母さん方が、一人

で悩んでおられる姿を想像

すると、気の毒だなと感じ

ます。早く従来の世の中に

戻ってほしいものです。

新型コロナウイルス感染

症は、新しい変異株の発生

により、まだまだ油断でき

ない状況が続くと思われま

す。その中で出来ることを

地域の皆さんに寄り添いな

がら活動していきたいと考

昨年１１・１２月に子育

てサロン「ホホエミ」を再

開しました。参加は３組で

したが子どもたちの笑顔と

はしゃぐ姿を見ていると元

気が湧いてきました。取り

巻く厳しい環境を見定めつ

つ委員みんなで周知方法を

工夫しながら１組でも多く

参加していただけるよう努

めていくつもりです。

今年もできる範囲のこと

を活動に移し、高齢者をは

じめ、地域全体に活気が戻

るよう頑張っていきます。

新年

特別号

新森地区 岸本会長 古市地区 清家委員長 太子橋地区 岡委員長

今年も地域の方々と連携・

協力し、さらに「明るい元

気な太子橋」を目指して活

動していきます。

私自身は、地域の体操教

室で体力をつけ、穏やかな

気持ちで日々の出来事に対

処していければと思ってい

ます。

大宮地区 橋本委員長 中宮地区 中島委員長 生江地区 東角委員長

城北地区 西尾委員長

高殿地区 福本委員長 高殿南地区 森田委員長
えています。何かと不便の

多い今日、この状況が一日

も早く解消され、穏やかな

日々が戻りますように、お

祈りいたします。

感染者数が減ってきたと

はいえ、新たなウイルス変

異株が見つかり、今年も注

意が必要です。

とりわけ、子育て世代は、

予断を許さない状況がつづ

いています。大宮地区では

今年１月２２日（土）から

月１回、子どもの居場所事

業として「こどもカフェ」

を開催し、従来の活動とと

もに、子育て世代の支援の

拡充を進めていきます。


